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火災と救急・救助は１１９番
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３つの習慣 
１ 寝たばこは、絶対やめる。 
２ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。 
３ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 

 
４つの対策 

１ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。 
２ 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。 
３ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。 
４ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。 

火災概況 
平成２３年上半期に宇和島地区管内で発生した火災は３９件

で、前年の２０件に比べ１９件も増加しています。中でも林野火

災及びその他火災の増加が顕著で、たき火、火入れ、火遊び等の

原因によるものです。また、月平均出火件数は 6.5 件で、およ

そ５日間に１件の割合で発生しました。 

火災種別では、建物火災が１７件、林野火災４件、船舶火災２

件、車両火災１件、その他火災１５件となっています。 

出火原因では、放火・放火の疑い 6 件、こんろ５件、たき火

５件、火入れ４件などとなっており、全国的に多発しているたば

こによる出火は２件となっています。 

救急概況
平成２３年上半期の救急出場件数は 2,361 件で、前年に比べ

２９件の増加、搬送人員においては 2,234 人で９人減少してい

ます。 

事故種別では急病が 1,563 件（66.2％）、1,458 名（65.3％）

で半数以上を占めており、次いで一般負傷の 316 件（13.4％）、

303 名（13.6％）となっています。 

近年増加の原因となっている熱中症の傷病者は、６月中８名、

７月中１２名、８月中１８名、９月中２名の合計４０名で、重

症と思われる傷病者は１名でした。 

また、緊急性が低い傷病者の増加が見られ、適切な救急車の

利用を周知する必要があると考えられます。 

宇和島市役所は消防計画及び市庁舎防火管理規程に基づき、自衛消

防隊及び措置要領が十分機能するか検証するとともに、自衛消防組織

における自己の任務の再確認と、迅速な対応を体得することを目的と

した消防訓練を実施しました。 

訓練は、2 階給湯室から出火したとの想定で、出火場所の確認、初

期消火、119 番通報及び来庁者の避難誘導の訓練が行われ、訓練終

了後は、職員を 2 つのグループに分け、消防隊員指導による応急処置

等の訓練及び煙体験ハウスを使用した避難訓練を実施しました。 

煙体験ハウスでは「昼間なのにこれだけ前が見えなくなるとは思っ

てなかった。」などの声が多数聞かれ、貴重な体験となったようです。 

最後に広瀬消防署長の講評及び市長（本部長）のあいさつで訓練を

終了しました。 
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被害の状況 

人的

被害 

死者 16,019 人 

行方不明者 3,805 人 

負傷者 6,121 人 

住宅

被害

全壊 118,621 棟 

半壊 181,801 棟 

一部損壊 621,013 棟 

火災の発生 287 件 

避難者数 65,753 人 

H23.10.11 現在 

住住宅用火災警報器は本年 6 月 1 日から完全義務化となり、新築、既存を問わずすべての住宅に設置が義

務付けとなりました。 

消防庁が実施した住宅用火災警報器の普及率調査（平成 23 年 6 月現在）によると、愛媛県の普及率は

５４．２％（全国 45 位／47 都道府県）、宇和島消防本部管内は４７．６％（愛媛県１１位／１４市町）

と全国平均７１．１％を大きく下回っています。 

火災による死者の大半を、一般住宅における高齢者の逃げ遅れが占めることから、住宅用火災警報器の

設置は、火災による死者の減少に多大な効果があると考えられます。

まだ設置がお済みでないご家庭では、家族や大切な人を火災から守るためにもすぐに取り付けましょう。 

 

お問い合わせは、宇和島地区広域事務組合消防本部 予防課 ☎０８９５-22-7501
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東
日
本
大
震
災
か
ら
半
年
が
経
過
し
た
９
月
、
宮
城

県
南
部
の
太
平
洋
沿
岸
、
阿
武
隈
川
河
口
に
位
置
す
る

亘
理
町(

わ
た
り
ち
ょ
う)

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
亘
理
町
は
、
阿
武
隈
川
の
河
口
に

広
が
る
イ
チ
ゴ
栽
培
の
盛
ん
な
、
と
て
も
き
れ
い
な
町

で
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
亘
理
町
も
地
震
と
津
波
に
よ

り
た
い
へ
ん
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

 

被
災
住
宅
で
泥
の
か
き
出
し
を
お
手
伝
い
す
る
か

た
わ
ら
、
被
災
し
た
方
々
か
ら
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
野
原
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
住
宅

地
を
前
に
、
津
波
か
ら
の
命
が
け
の
避
難
、
復
興
が
進

ま
な
い
苦
し
み
を
お
伺
い
し
、
言
葉
を
失
い
、
戦
慄
し

ま
し
た
。
懸
命
に
築
き
上
げ
て
き
た
生
活
が
一
瞬
で
奪

わ
れ
た
大
災
害
。
「
こ
ん
な
事
が
起
こ
っ
て
い
い
は
ず

が
な
い
。
」
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

被
災
地
の
み
な
さ
ん
は
「
そ
れ
で
も
生
き
て
い
く
し
か

な
い
」
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
支
援
に
「
感
謝
し
て

い
る
」
と
、
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
活
動
で
、
復
興
へ
の
力
強
い
歩
み
と
と
も

に
、
継
続
支
援
の
必
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
被
災
地
の
復
興
を
信
じ
て
、
私
な
り
の
支
援
を
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
、
行
動
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
も
、
こ
の
街
に
暮
ら
す
以
上
、
地
震
災
害
と

向
き
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
に
怯
え
、

活
力
を
失
い
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
は
不
幸
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
、
災
害
に
強

い
街
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
自
分
と
大
切
な
家
族
を
守
る
た
め
の
備
え
と
心

構
え
を
持
つ
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
人
一
人

が
考
え
、
行
動
す
る
こ 

と
が
大
切
で
す
。
そ
ん 

な
こ
と
を
感
じ
た
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
し
た
。 

そ
し
て
ま
た
、
亘
理
町 

を
訪
れ
、
み
な
さ
ん
に 

再
会
で
き
れ
ば
い
い
な 

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今 

回
は
食
べ
損
ね
た
、
亘 

理
名
物
の
「
は
ら
こ
め 

し
」
す
ご
く
お
い
し
い 

ら
し
い
で
す
。 

平成 23 年 3 月 11 日 14 時 46 分、三陸沖を震源とするマグ

ニチュード 9.0、宮城県栗原市で震度 7 を記録する地震が発生し、

地震による想定をはるかに超える巨大な津波が東北地方の沿岸部

を襲い、甚大な被害をもたらしました。 

 遠く離れた宇和島市でも約 3 時間後の 17 時 42 分 0.5m の第

1 波、翌 12 日 7 時 10 分 0.6m の最大波を観測しています。 

 地震発生直後から各都道府県の緊急消防援助隊が組織され、6

月 6 日全隊帰任するまでの間、派遣人員延 104,093 人、派遣部

隊数延 27,544 隊が災害現場に赴き、消火活動、捜索救助活動及

び救急活動を行いました。 

 愛媛県では、当宇和島消防本部の 2 隊 6 名を含め、14 消防本

部、34 隊、112 名の緊急消防援助隊を結成し、岩手県釜石市鵜

住居町及び片岸町の災害現場で活動を行っております。 

 また、緊急援助隊とは別に、宇和島市は市災害支援隊４名（市

職員 1 名、消防職員 3 名）を姉妹都市を結ぶ宮城県仙台市及び大

崎市へ派遣し、被災者の救援にあたりました。 

活動前に集合した愛媛県隊 鵜住居町で活動中の宇和島消防隊員 津波浸水想定区域(中央上部の標識)

をはるかに超えた津波被害の様子 
積雪のため全車チェーン又はスタ

ッドレスタイヤ装着で被災地へ 


